









About the Method of Pivot Word’s Translation
: Focusing on Waka Poems with Two Contexts























を持たせる和歌の修辞法であり︑その一方の意味が景物で︑いま一方は人事︑つまり人間の感情や行動 表す内容である場合が多い︒このような景物と人事と 組み合わせは 現代日本語訳と外国語においても直喩として翻訳︑説明されている場合が圧倒的に多い
（
1）︒










補って翻訳︑説明した場合︑その結果として︑その本質が伝わらないのではないかという大きな疑問が生じる︒そうした問題意識を持ちつつ本稿を進めていきたい︒しかし 前に︑先学論者 掛詞についての多方面からの論を概観 い︒　
掛詞については早くも時枝誠記氏が論じており︑掛詞の両方の文
脈は論理的関係ではなく︑観念的関係にあることを指摘し︑掛詞の成立に欠かせな 条件として ひとつの核心となる語と外皮となる語があり︑その中間に他 語が包含される﹁入子型構造﹂ いう日本語の構造形式をあげて る
（
3）︒掛詞の両文脈の間に︑論理的な関連
がないとしても︑観念的な ながり あるため︑音声が共通す のみでは いうこと なる︒　
掛詞の構造や分類の観点から︑神尾暢子氏は﹃古今集﹄ 掛詞︑
































草もかれぬ﹂のような修辞を掛詞とは呼ばず︑意義の異なる語音並置である﹁異語反復 と理解する︒また︑柿本 が連鎖型の掛詞ととらえた︑ ﹁このめもはるの雪ふれば﹂
（ ﹃古今集﹄九）
のような表



































事象を意味づけ関連させていく言葉の力﹂という側面から掛詞について論じており︑景物と人事の文脈との間に内容的な関係もあると論証する︒この観点からの論述によると︑掛詞は︑景物の部分が人事の部分を含む とによって︑人事の部分の性質も付与されるというはたらきがあ た えば ﹁おほかたはわが名もみなとこぎいでなむ世をうみべたに見るめすくなし﹂
（ ﹃古今集﹄六六九）
歌の﹁う
みべた﹂は﹁見るめすくなし﹂によって憂いに満ちた存在 なる︒また︑ ﹁見るめなきわが身 うらとしらねばやかれなであま あしたゆくくる﹂
（ ﹃同﹄六二三）
では︑ ﹁うら﹂は海松布が少ない場所で















































性質の面からも掛詞を検討し︑掛詞の表現形式を五種類 分類する︒また︑西洋の多くの国の︑複数の言語で詠まれた詩 検討し︑その中の掛詞と類似する表現方法 して語呂合わせをあげる︒しかこのような共通する表現技法があるという指摘にとどまらず︑掛詞を韻としてとらえることに論を進め ︒ようす に︑掛詞の一句の中の位置は︑句頭 は二番目の語ないし語群に見られることが圧倒的に多いというこ に注目 ︒その後︑外国 詩歌にあ 多種多様な韻と比較し︑掛詞 二つの意味が同じ音列に含まれていることは︑世界中 他に類例 ない﹁合わせ韻﹂または﹁一括韻﹂ みなされる と結論付ける︒つまり︑ つ 音からなり 意味とは無関係にその二音が互 に呼応して反響する いう点で韻と共通するという論述である︒また︑掛詞が 来 いた ︑韻の多くの種類の中で句頭韻に相当する 小林氏は述べ ︒こ 見解を踏まえて︑掛詞 外国語訳は︑翻訳和歌に韻を踏 せ 形で訳出︑反映できるとも考えら かもしれないが︑そ ため は韻の和歌翻訳における特殊な概念 導入が必要で︑どの場合に韻を踏ん
で訳出するのかを説明し︑翻訳をその基準に統一して行うことが望ましいため︑実際には困難であろう︒ 他︑掛詞の両方の部分の間に内容的︑概念的な関連もあり︑単なる音声のつながりではないという点で韻と大きく異 るといわざるをえない︒　
以上の掛詞に関する先学論から︑掛詞などの同音異義の表現に基























の種類を三つに分け︑前 とりあげた柿本奨氏のいう連鎖型 掛詞に相当する種類について ﹁こ 場合︑詩文の前半は論理的な終わりがなく︑後半は論理的な始まりがない
（
15）﹂と述べる︒つまり︑和歌




n the salt ocean of m
y tears for thee
M
y pillow











































































集﹄ ︑ ﹃百人一首﹄所載 歌 対象と ︑英訳があるものと て﹃大和物語 と﹃かげろふ日記﹄の例も参照した︒それぞれ歌番号で示すと次のとおりである︒




























































as cry the w
arblers perching
on each jointed bam






































ill I conceal our love:
m
y m
ind is fixed to m














景と長く恋人と一緒にいるという人事の文脈が展開する︒しかし︑ホンダ氏の翻訳では︑景物の文脈である川 情景は省略されている︒この歌のふたつの文脈 内容的に結びつけにくいが︑いうまでもなく︑一方の文脈が訳出されな こと よって︑内容的な欠落が生じているといわざるを得ない︒　
また︑数量としてこの訳出方法の例が二位を占めるものの︑訳出












Soll ich den w
egen
der einen N
acht, die kurz w
ie
　　




in Liebe bis zum























der flüchtige Schlaf des 







der flüchtige Schlaf ﹂の日本語の意味
として﹁うたた寝﹂と注記する︒景物に人事に関わる内容を持ち込むという方法は興味深い︒葦が﹁うたた寝﹂や﹁仮寝﹂をするといういい方は一見不自然に見えるが︑たとえば︑葦の 刈根 が水の下に潜んでいるという情景を想像し︑その﹁刈根﹂は次の年の春に角つの
ぐむことを待って眠っていると考えるならば︑擬人法によって︑




















































































I shall not hear that
this is the day you set out––
①cutting us apart
like scissors through C
hinese cloth––

















つ﹂と﹁立つ﹂という両方の意味が︑二人が離れることを衣の地がはさみで断ち切られることにたとえる形で訳出される︒また︑傍線部②では︑露が消えるこ と詠歌主体が悲しさで消えてしまいそうになることが直喩 して訳出されている︒歌の前半の掛詞は極めて翻訳しにくく︑傍線部①の対処法は興味深いもの ︑こ ような訳出の場合は︑直喩 しての訳出
（⑴）
に関しても指摘した︑両文脈






ひ﹂↓﹁思いの火﹂ ︑ ﹁なげき﹂↓﹁嘆きの薪﹂ ︑ ）
ということであ
















ount Fuji  yet
unknow

























現を使用して作成されている︒しかし︑内容を大きく変えて両文脈を結びつける例も見られる︒さきほど見た 反映することが困難である﹁みを くし﹂という表現が出てくる︑ ﹃百人一首﹄八八番歌の翻訳を一例見ておきたい︒
難波えのあしのかりねの一よゆゑみをつくしてや恋ひわたるべきB
ecause of one night––







 I to be a buoy,
②tossed by w











































eed  still unabashed  I
w















ill continue to see you ﹂と︑景物の












e is past; the reed is faded now
In the field, but burns w








い︒一方︑ ﹁熱﹂ ︑ ﹁白熱﹂という意味の﹁
glow
﹂という言葉を用い












































































ait patiently never are
　
they cruel  and yet
the w
aves rush to see the bay








ait patiantly ﹂ ︑ ﹁
never are they cruel ﹂（松）
と﹁
rush to 








にない内容を補うことによって︑景物と人事との間に共通性を創作する︒それに対してこの方法の場合 原典では人事 内容そのものを含まない地名などの語は︑翻訳において人事の内容 直接関連するように︑主 言葉遊びとい 形で 出される方法 結び付けられる︒⑵の項目にすでに見た﹃古今集﹄の﹁白河のしらず もいはじそこきよみ流れて世世 すまむと思へば﹂ いう歌 英訳を一例見ておきたい
　
I shall never say,






for in all faith I intend
to live w

























































die   w
hat connection
to m
y past keeps us apart
channel m



















いうまでもなく︑翻訳の方法は和歌 よ 異なる場合が多い︒それぞれの二重文脈歌の中で︑どのように二重の文脈が形成さ て
掛詞の外国語訳の方法について
27








るめ﹂に﹁海松布﹂と﹁見る目﹂とが︑ ﹁よる﹂に﹁寄る﹂と﹁夜﹂とが掛かっている︒また︑ ﹁あひがたみ﹂に しほ
（潮）
﹂と﹁海松
布﹂ ﹁浦﹂の縁語として﹁潟﹂が含まれていると思われる︒これによって︑海岸の風景と︑恋人と人目を忍んでし 会えない男性の心情というふたつの文脈が展開する︒しかし︑両方の文脈の間に︑音声以外の共通性はそれほど簡単には見出せない︒海松布 浦に流れ寄ることと詠歌主体が恋人 家 行くこと が対応すると見てよいものの︑潮が﹁干る﹂時間と﹁昼間﹂ を結び付けることは困難である︒干潮の時間帯は つも昼間ではないものの︑ここでは 干
潟が水に覆われていないため︑干潟になっているところの海底が顕わになるということと︑昼間は明るく︑二人の関係が知られやすいというような関連が想像できよう︒　
外国語訳では以下のような対処法が見られる︒
In the broad day-tim
e w
hen the tide 
E
bbs w
e can ’t m
eet; so in the night
W
hen w
eeds are dashed on the sea-side,
Let us both m
eet out of m












e can not m
eet by day,
and I but w










e can never m
eet in bright
　　























ait for night to approach
as seaw
eed com














































































efore they are ripe they ’ll return to dust.
’T
is sorrow




 I fear m
y love w
ill em





恐れている︒Sad is the autum
n grain
blow
n by the w





lonely ears of grain







e that I too
w
ill rem



















y life, alas, m
ust be
as em
pty as a rice ear

































































































あったため︑この問題はさらに拡大する︒その他︑直喩を使用するということが︑長い西洋詩 お ては他 修辞法と併用するこ が可能であり︑その例が多 に対して︑和歌という短い作品におい
て︑掛詞と縁語によって形成されている︑ふたつの文脈を持つ和歌の内容を︑ひ つ︑またはふたつの直喩にまとめると︑簡素な印象を与えてしまうと考える︒　
そこで︑掛詞と縁語群から形成する二重文脈歌の特徴を最も正確
に伝える方法は︑景物の文脈を中心に翻訳し つ︑人事の文脈も暗示する寓喩的な翻訳であると考える︒このような方法は︑先行する外国語訳 も部分的に見られたが︑直喩など ︑原典の特質と異なる方法と取り合わせられていた︒しかし︑寓喩は西洋詩においても︑ひとつの詩全体に渡って見られる技法であり 西洋の読者にとっても理解しやすい 思われる︒また︑ ﹃古今集﹄以降の掛詞も︑ ﹃万葉集﹄の譬喩歌から発達したと考 ることは 第一章に紹介した萩野了子氏の論考
（
22）のとおりであるが︑ ﹃万葉集﹄のこのような歌に




s little chance of m
eeting before day ebbs
I w


























































































②vízi útjelző ként várjak,





























ざまな工夫をして︑西洋詩に見られない概念であり︑日本語の構造と文字体系を欠かせない条件としている掛詞の翻訳に努力した︒その中で︑注目に値する翻訳方法も散見され とはいえ︑多くの場合︑直喩という 掛詞や縁語とは性質を異にする修辞法で補っていた︒この背景に︑西洋詩と和歌の自然観の相違もあ と思われる︒ようするに︑和歌 おいて自然は人間 同等 もの みなさ ており︑人間と密接な関係 あるのに対して︑西洋では人間が上位であると考えられるため 西洋詩においても︑自然描写 どの景物はおおむね人事的な内容を表すため 手段にすぎ い
（
23）︒掛詞・縁語をとおし













一つの味気ない夜egy ízetlen éj, 
澪標としてvízi útjelző ként
待ってvárjak, 






































































篇﹄ （明治書院︑ 四） ︑一五七～一八二
（











ords and Plays upon W
ords,” 
Japanese Poetry Transactions of the A
siatic Society of Japan, vol.5, part 1 (January 1877), 
pp. 79–88.　
引用部分の原文：
In this case, the first part of the poetical phrase has 












































略称を示 ︒ ）﹃古今和歌集﹄の英訳T. W
akam
eda, trans. Early Japanese Poets: C
om
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in Is’shiu, or Stanzas by a C
entury of Poets, being 
Japanese Lyrical O
des. Translated into E
nglish, w
ith explanatory notes, the text in 
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 1235 von Fujiw
ara no Sada-ie. Siebenberg-V
erlag, 
Frankenau, 1958.  2. A














ichtern aus Japan. Frankfurt am
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古375-Honda; 同-Rodd; 古665-McC; 古958-Rodd; 同-McC; 百9-Levy; 
同-Takei; 同-Kirkup; 同-McM2008; 同-V.-A.; 同-McM2017; 同-Berndt; 
百88-Dickins1865; 同-McCauley; 同-Noguchi; 同-Dickins1909; 同-Porter; 
同-Yasuda; 同-Rexroth; 同-Levy; 同-Miyata; 同-Takei; 同-Kirkup; 
同-M.-W.; 大和218-Tahara; かげろふ44-Arntzen; 新古843-Honda; 
新古1009-Honda; 新古1066-Honda; 新古1085-Honda; 新古1131-Rodd; 




古370-Honda; 古470-Honda; 古515-Wak; 同-Honda; 古623-Honda; 
古665-Honda; 古666-Honda; 古755-Honda; 古958-Honda; 古973-Wak; 
同-Honda; 同-McC; 百9-Ehmann; 同-Nambara; 百88-Dickins1865; 
同-McCauley; 同-Dickins1909; 同-Rexroth; 同-Honda; 同-Levy; 同-Galt; 
同-Takei; 同-Kirkup; 同-Idei; 同-I.-R.; 同-M.-W.; 同-Watson; 
同-McM2017; 同-Ehmann; 同-Nambara; 同-Berndt; 大和243-Tahara; 





古113-Wak; 同-Honda; 同-H.A.; 古370-Wak; 古665-Wak; 古973-Rodd; 
同-McC; 百9-McCauley; 同-Noguchi; 同-Yasuda; 同 -Galt; 同-Carter; 




古370-McC; 古375-Rodd; 古755-Rodd; 同-McC; 古822-McC; 
古958-Honda; 百9-Rexroth; 百88-Yasuda; 同-I.-R.; 同-McM2008; 
同-V.A. （2例）; 同-McM2017; 同-Ehmann; 同-Nambara; 同-Berndt
17
⑸ 景物・人事一体　
古623-H.-A.; 古769-McC; 百9-Porter; 百88-Porter; 同-Miyata; 同-Carter; 
かげろふ39-Arntzen; 新古1009-Rodd; 新古1163-Honda （2例）; 
同-Rodd （2例）; 新古1433-Honda; 新古1641-Honda
14
⑹ 両方の文脈を順番に訳出する
古822-Wak; 同-Rodd; 百9-Dickins1909; 同-I.-R.; かげろふ43-Arntzen; 
かげろふ77-Arntzen; 新古843-Rodd; 新古1078-Rodd; 新古1434-Rodd
9
⑺ 景物の文脈のみの訳出
古769-Honda; 古790-Wak; 同-Honda; 古822-Honda; 百88-Idei; 
同-Watson; かげろふ36-Arntzen
7
⑻ 類似する音の語（二語以上）の使用 古973-Wak; 同-Honda; 百9-Porter; 同-Miyata 4
⑼ 寓　喩 古623-McC; 同-H.A.; 新古1433-Rodd; かげろふ36-Arntzen 4
⑽ 言葉遊びの創作 古666-McC; 大和218-Tahara 2
⑾ 景物への呼びかけ 新古1077-Rodd 1
